第一回L-band RF Gun ミーティング

日程：2008年6月20日(金)

時間：13：30-14：30

出席者：早野(KEK)、磯山、加藤、柏木(阪大)、正中、栗木(広大)

ビデオ接続(52869)

早野より現状について説明があった。

· L-band RF Gun はILC開発のためのSTFフェーズIIにおいて、ビーム試験のために必要となる。

· 空洞はFNALが製作し、今夏にKEKに納入される予定になっている。

· カプラーは同様に今年度末までにFNALから納入される予定。

· レーザーはロシアと共同で2009年度内に開発する予定。

· カソード、ソレノイド、ビーム光学設計、RF窓などは現在のところ未定だが、順次用意する。

栗木からレーザーについて説明があった。

· ロシアのNizhny NovgorodにあるIAP(Institute for Applied Physics) を訪問し、レーザー開発について会合をもった。概して研究所のポテンシャルについて高いとの印象をもった。

· レーザーの仕様について詰める予定。マクロパルスの立上り、同期方法、マイクロパルス、およびマクロパルスの均一度などが要検討。

· C：同期については数十ヘルツで安定である必要がある。システム自由度を考えると外部同期、あるいは周波数調整可能なものがよい。

· C：繰り返しなどILCのスペックに近いものにすべきである。

柏木から空洞の周波数調整などについての方針が示された。

· 端版の押し込みと温度によりフィールドバランスと周波数を合わせこむことは可能であるが、その調整しろは限られている。

· 空洞本体が到着した後、早期に周波数測定をするために測定用のダミーカプラーを用意すべき。

その他

Q：レーザーは技術的にどの程度難しいのか?

A：市販品では対応できないが、研究レベルでは存在している。

Q:カソードは何を用いるのか?

A:CsTeを用いる予定である。実績から1%前後の量子効率で長期運転が可能である。

Q：RF電子銃は何に最適化されて設計されているのか?

A：もともとDESY-FLASHでのFELのために開発されたもので、エミッタンスと大電流取り出しを両立するように設計されている。ILCで使用する電子銃とはことなるが、試験用の電子銃として使用でき、かつ光源などへの応用など汎用性が高いと思われる。

次回の会合は7/25(金) 13：30からを予定。
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